
今号の内容：

Ｚ会教科担当者からみた
大学入試問題の変遷

7月21日（金）にMetaLifeというサービスを利用したバーチャル空間で，ポ
スター発表会を開催しました。北は北海道，南は宮崎，さらにはシアトルか
らも高校生の参加・発表があり，学校や地域・国境，立場や年齢を越えて，
探究過程を交流する場を創り出すことができました。

 �発��は，成果の発��よりも，����での��の�が，���果が�

いという�識のもとで��しました。�プロジェクトの⻄�リーダーが「ポス

ター発�では，発�者の発想を�らませることが⽬的なので，活動�告を�い

て，積�的にコメントしていただきたい。�疑��を�して，��な⾒�・�

え�，��な価��に�れてほしい。これからの��活動を�めるエネルギー

にしてほしい。」とこのイベントの�旨を��しました。

 �いて，発�者の��⼤�附属�⼿��女��等��３年の中��咲さんが

「��，��活動をどのように�めていけばよいか�んでいるので，�回，�

�しました。��していますが，いろいろな�にアドバイスいただきたいで

す。�業論�につなげられるようみなさんのご�⾒を�かせてください。」と

開���。それを受けて，アドバイザーの��先⽣（開智国�⼤�）より，

「�イベントを�して，��活動の内�だけでなく�っていることなどの�み

についても��者の�々と，�に��⽣どうしで�⾒��してみてください。

��を�して�々なアイデアに�れることで，�⾏��するプロセス⾃体を前

向きに�しめるようになります。みなさんの発�を�しみにしています。」と

メッセージをいただき，開�式としました。

探究過程を重視した「共創イベント�in�Summer」
〜バーチャルポスターセッション〜の開催

本質を問う学びへ　教室の学びを変えるためのニュースレター
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今号の内容

探究ミニセミナー＆
交流会【第４回】共
創イベント①の開催
報告

⾼校⽣の発表者およ
び参加者の声

アドバイザーから⾼
校⽣へのエール
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＜����先⽣・開智国�⼤�＞

 テーマもアプローチの仕�も�々で，

みなさんの発�を�味�くききました。

�査したデータを丁寧に��して研�し

ていたり，��の�々と��しながら�

�的に��貢�活動に�り�んでいた

り，��的な��活動に��しました。

 ��の�向性がわからなくなってしま

った�は，是���に�り，もともと⾃

�がなぜこのテーマに�味をもち，どん

なことに問題点があると�じていたの

か，再��してみてください。そうすれ

ば，��活動の⽬標が��になり，何を

どのように�っていけばよいかが⾒えて

くるかと思います。

 ��がうまく�んでいる�は，�し立

ち⽌まり，他の�点や他のアプローチの

仕�がないか�ってみてください。あえ

て�⾏��して�んでみることを�し

て，�野が�がり��が�まっていきま

す。⼿�く⼩さく��の成果を��させ

て�わってしまうのではなく，�題�識

を持ち�けて，��を��させていって

ください。

 現在�り�んでいることがまとまった

�も，�たな�題が⽣まれ，�の��に

つながっていきます。���業�も⽣�

にわたって��し�けられるといいです

ね。

探究過程を対話できるコミュニティの創出へ

アドバイザーより，高校生への
エールをいだたきました！

 発�タイムは４回。��せを�え，１�（１チーム）２回ずつ発�で

きるようにしました。当�はバーチャル�間での発�に�する不�の声

もありましたが，アバターで�動することやポスターブース内ではカメ

ラを�した��もでき，�しみながら�流していただけたようです。�

�者のみなさまからは，発�してくれた��⽣たちの�となりや個性を

�じ�れることができた，もっと時間がほしいと思えるほど双�向でコ

ミュニケーションをとることができた，予想していた�上に��⽣どう

しでも�疑をし�っていた，といった声がとどきました。

 また，�回のイベントを�して，�問する側の⼤�のほうが，��に

なったのではないか，��者（発�者��）の��や，発�者に�する

�問⼒・コメント⼒・アドバイス⼒が，かなり重�だということ，��

者の�問やコメントの“�”が�ければ�いほど，発�者が得られるもの
も⼤きくなるといった声も頂戴しております。コメントの“�”の担保が
�題となりますが，その�は����を��できるコミュニティの��

にあると�めて�じています。��開�する「��ミニセミナー＆�流

�」にも，��⽣を�む�くのみなさまにご��いただき，コミュニテ

ィを�げていきたいと�えています。

発表者から頂いた感想
・⼤�の�からの⽬�や同じ��⽣の⽬�でのアドバイスのおかげ

で，⾃�の発�を⾒�すことができました。また，みなさんからの�

問を受けることで，どうしてこのテーマで��をしているのか，⾃�

の�味の�点に�ることができてよかったです。

・��の成果を発�する場はよくありますが，��を発�し，�⾒や

アドバイスを�くことができる��というのは�めての��で，��

活動を�める上で⼤���になりました。

・�果が�ていなくても��の��での�ったことや�んでいること

を共有できて，有�な発��だと思いました。ただ，理��の発�へ

アドバイスできる�が�なく，�し物⾜りないように思えました。

・沢�の�から�⾒やフィードバックをいただき，これからの��活

動のための�しい�点やアイデアを得ることができ，貴重な時間でし

た。バーチャルでも��に，�⾯で�しているように，良い��を⾏

うことができました。

・�まで⾃�が⾒えていなかった�点の�⾒をもらえてとてもいい�

�になりました。�回の�疑��を�して，⾃�⾃�が�題のテーマ

についてまだまだ知らないことばかりだと気付いたので，⾃�たちの

�り�みに価�付けができるよう�り�んでいきたい。

＜⼩�万�先⽣・国�基��⼤�＞

 このイベントを�して�めて�が�ま

ることの�晴らしさを��しました。�

しいアイデアを⽣み�す場に立ち�うの

は�びの醍醐味です。�き⼿にとっても

�問⼒を�くまたとない��でした。�

は�は�問するのが苦⼿ですが，�回，

⾃�をチャレンジして�問することを前

提に発�を�きます。すると�き�が�

ってきます。�問者が気づいていない�

�に研�前�の種があります。�問を�

して�しでも研�の前�に貢�できるこ

とを⽬指して，�回発�を�きながら�

問の内�と�葉を�ります。�問するこ

とで発�者と向き�える�しさを�んで

います。

 �回の共�イベントは�びの�間づく

りの�たな可�性を�るもので，立ち�

えて�栄です。また�さんと�の�びの

場でご⼀�できるのを�しみにしていま

す。

https://g-tanq.jp/

